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平
成
30
年
度
東
京
都
造
園
建
設
業

協
同
組
合
通
常
総
会
は
、
平
成
30
年

２
月
26
日
㈪
午
後
４
時
か
ら
渋
谷
東

武
ホ
テ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
髙
橋
一
輔
理
事

長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
事

務
局
が
出
席
状
況
を
報
告
、
出
席
者

は
24
人
（
内
委
任
状
出
席
５
人
）
で
、

総
会
の
成
立
要
件
を
満
た
し
て
い
る

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
場
は
、
髙

橋
一
輔
理
事
長

を
議
長
に
選
出

し
た
。
議
長
は

議
案
説
明
を
竹

嶋
事
務
局
長
に

命
じ
て
、
５
議

案
及
び
１
報
告

東
京
都
造
園
建
設
業
協
同
組
合 
理
事
長　

髙
橋 

一
輔

平
成
30
年
度
を
迎
え
て

　

優
良
企
業
の
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
常
日
頃
当
組
合
活
動

に
、
ご
協
力
を
賜
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

国
交
省
の
地
方
整
備
局
の

２
０
１
６
年
度
職
員
は
、
01
年
度
比

で
16
％
減
少
。
自
治
体
の
土
木
部
門

の
職
員
数
は
、
ピ
ー
ク
時
96
年
度
比

で
、
28
％
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
（
日
刊
建
設
産
業
新
聞
３

月
14
日
掲
載
よ
り
）。
こ
の
よ
う
に

減
少
が
続
け
ば
、
良
質
な
社
会
資
本

の
整
備
・
管
理
を
施
行
す
る
上
で
支

障
が
生
じ
ま
す
。

　

特
に
、
発
注
業
務
や
設
計
・
監
督
・

検
査
の
人
員
確
保
が
深
刻
で
す
。
日

本
は
自
然
災
害
の
最
多
の
国
土
で

す
。
常
に
整
備
事
業
、
建
設
事
業
、

緑
化
事
業
等
々
を
必
然
的
に
、
恒
常

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

我
わ
れ
の
環
境
造
園
事
業
の
工
事

及
び
委
託
業
務
の
受
発
注
業
務
の
中

で
、
特
に
維
持
管
理
業
務
の
委
託
業

務
に
つ
い
て
、
公
園
緑
地
フ
ィ
ー
ル

ド
の
高
度
化
・
複
雑
化
・
持
続
性
と

多
様
化
し
て
い
る
現
状
と
し
て
、
発

注
者
側
の
技
術
者
不
足
が
常
習
化
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
注
者
側
の
民
間
工
事
会

社
は
、「
生
産
性
向
上
」「
働
き
方
改

革
」「
週
休
２
日
制
」
等
な
ど
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
へ
と
向
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
民
間
活
力
の
導

入
、
民
営
化
の
た
め
に
も
、
民
間
事

業
者
は
、
公
共
事
業
受
注
に
も
、
適

正
な
利
益
の
確
保
が
重
要
で
す
。

　

ダ
ン
ピ
ン
グ
状
態
に
な
ら
な
い
方

策
を
発
注
者
側
は
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
国
民
の
税
金
を
良
質
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
、
有
効
に
使
用
し
、

国
民
・
市
民
へ
還
え
し
、
良
好
な
雇

用
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
公
共
事

業
施
行
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

公
園
緑
地
な
ど
、
み
ど
り
環
境
空

間
の
継
続
的
な
委
託
維
持
管
理
業
務

は
、
多
様
な
受
発
注
方
式
を
駆
使
し

て
、
特
命
受
注
、
甲
乙
見
積
合
議
制

随
意
契
約
、
多
年
度
責
任
施
工
方
式

な
ど
を
活
用
し
て
、
良
質
な
公
共
物

を
後
世
に
繋
い
で
ゆ
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

成
熟
し
た
民
主
国
家
で
、「
発
注

者
よ
し
、受
注
者
よ
し
、世
間
（
市
民
）

よ
し
」
の
三
方
よ
し
の
渋
沢
栄
一
翁

に
習
い
た
い
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
通
常
総
会
を
開
催

５
議
案
、
１
報
告
事
項
を
承
認
・
可
決
て
　

春
の
香
り
が
日
々
強
く
感
じ
ら
れ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
組
合
員
の

皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
ご
推
察

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
年
明
け
（
平
成
29

年
正
月
）
早
々
に
柳
島
寿
々
喜
園
会

長
の
鈴
木
幸
三
郎
氏
ご
逝
去
の
知
ら

せ
を
受
け
、
業
界
内
で
の
大
先
輩
で

あ
り
人
生
の
大
恩
人
で
も
あ
り
ま
し

た
会
長
の
死
に
は
大
変
衝
撃
を
受
け

た
時
の
こ
と
を
昨
日
の
よ
う
な
出
来

事
と
し
て
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

私
が
弱
冠
27
才
で
起
業
し
一
人
で

個
人
邸
の
お
庭
の
お
仕
事
を
さ
せ
て

頂
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
公
共
工
事
の

下
請
を
始
め
た
時
に
も
い
ろ
い
ろ
と

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
の
が
鈴
木
会

長
で
し
た
。

　

あ
の
当
時
、
柳
島
寿
々
喜
園
様
も

富
士
植
木
様
の
下
請
協
力
会
社
と
し

て
事
業
発
展
の
基
盤
を
造
っ
て
い
た

時
期
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
様
な

時
、
私
も
父
の
関
係
で
富
士
植
木
様

の
お
仕
事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
公
共
工
事
の
下
請
業
者
と
し
て

の
対
応
が
判
ら
な
か
っ
た
時
、
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
40
年
近
く
親
し
く
お

付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

組
合
、
協
会
な
ど
の
活
動
に
も
参

加
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
組
合
が
企
画
し
ま
し
た
研
修
会
に

も
当
時
の
富
士
植
木
専
務
高
橋
様
を

筆
頭
に
権
蛇
様
、
西
山
様
、
奥
田
様

（
故
人
）
ら
、
多
く
の
先
輩
諸
代
と

共
に
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
へ
行
く
際
も

た
び
た
び
御
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き

お
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

良
く
食
べ
、
良
く
飲
ん
だ
思
い
出

が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
諸
先
輩

に
奢
っ
て
も
ら
っ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。

　

鈴
木
会
長
は
大
変
照
れ
屋
で
何
を

や
る
に
も
控
え
目
で
あ
り
、
先
頭
に

立
っ
て
何
か
行
動
す
る
こ
と
は
無
い

方
で
し
た
が
何
時
も
傍
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ

笑
い
な
が
ら
優
し
い
目
で
接
し
て
下

さ
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
押
上
（
商
工
中
金
）
に

行
っ
た
帰
り
に
会
社
に
寄
ら
せ
て

い
た
だ
く
と
奥
の
事
務
机
に
座
り
笑

顔
で
釣
り
竿
を
弄
り
な
が
ら
昔
話
を

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

近
年
、
病
に
伏
さ
れ
ま
し
た
が
一

時
期
最
先
端
医
療
が
幸
い
し
大
変
元

気
に
な
ら
れ
、
ま
さ
か
こ
の
様
に
突

然
の
訃
報
を
い
た
だ
く
と
は
思
っ
て

も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

生
前
の
ご
厚
情
、
ご
指
導
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

㈱
桂
造
園
　
菊
地 

謙
二

あいさつする髙橋理事長

前
㈱
柳
島
寿
々
喜
園
　
会
長

鈴
木 

幸
三
郎
氏
を
偲
ん
で

事
項
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
の
後
、

報
告
の
通
り
、
承
認
・
可
決
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
、
国
土
交
通
省
か

ら
町
田
誠
公
園
緑
地
・
景
観
課
長
、

東
京
都
か
ら
大
道
和
彦
西
部
公
園
緑

地
事
務
所
長
、（
公
財
）
東
京
都
公

園
協
会
か
ら
五
十
嵐
政
郎
常
務
理

事
、（
一
社
）
日
本
造
園
建
設
業
協

会
か
ら
和
田
新
也
、
林
輝
幸
両
副
会

長
ら
を
お
招
き
し
て
、
交
流
会
を
開

催
し
、
組
合
員
と
の
情
報
交
換
と
共

に
親
睦
を
図
っ
た
。



氷川丸の前に設置された大きな「ガーデンベア立体花壇」の前で記念撮影

　

昨
年
３
月
25
日
か
ら
６
月
４
日
ま

で
の
72
日
間
、「
歴
史
と
未
来
の
横

浜
・
花
と
緑
の
物
語
」
を
テ
ー
マ

に
『
第
33
回
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は

ま
フ
ェ
ア
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
花
や
緑
が
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
、

ま
ち
、
人
、
時
を
つ
な
ぐ
」
と
の

意
味
か
ら
、『Garden Necklace
』

YOKOH
AM

A 2017 

を
愛
称
に
、
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は「GARDEN 

BEAR

」（
ガ
ー
デ
ン
ベ
ア
）
で
し
た
。

　

私
た
ち
日
造
協
東
京
都
支
部
・
東

京
都
造
園
緑
化
業
協
会
・
東
京
都
造

園
建
設
業
協
同
組
合
の
三
団
体
は
、

日
造
協
東
京
都
支
部
の
ア
テ
ン
ド
で

５
月
10
日
に
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
緑
化
フ
ェ
ア
会
場
は
、

メ
イ
ン
会
場
と
パ
ー
ト
ナ
ー
会
場
が

あ
り
、
メ
イ
ン
会
場
は
「
里
山
ガ
ー

デ
ン
」
と
「
み
な
と
ガ
ー
デ
ン
」
の

２
つ
に
分
か
て
お
り
、
さ
ら
に
「
み

な
と
ガ
ー
デ
ン
」
は
「
横
浜
公
園
」・

「
日
本
大
通
り
」・「
象
の
鼻
パ
ー
ク
」・

「
フ
ラ
ン
モ
ー
ル
公
園
」・「
運
河
パ
ー

ク
、
新
港
中
央
広
場
」・「
山
下
公

園
」・「
港
の
見
え
る
丘
公
園
」、
パ
ー

ト
ナ
ー
会
場
は
「
よ
こ
は
ま
ズ
ー
ラ

シ
ア
」・「
三
渓
園
」・「
横
浜
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
」・「
八
景
島
」・

「
俣
野
別
邸
庭
園
」・「
舞
岡
ふ
る
さ

と
村
」・「
寺
家
ふ
る
さ
と
村
」
と
盛

り
だ
く
さ
ん
！
ま
さ
に
、
公
園
緑
地

や
都
心
臨
海
部
の
花
や
緑
に
よ
る
美

し
い
街
並
み
、
自
然
豊
か
な
里
山
な

ど
を
「
ネ
ッ
ク
レ
ス
」
の
よ
う
に
、

ま
ち
、
人
、
時
を
セ
ン
ス
良
く
繋
い

で
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
渋
谷
を
９
時
に
出
発
し
、

10
時
前
に
里
山
ガ
ー
デ
ン
に
到
着
。

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
横
浜

市
職
員
の
方
か
ら
緑
化
フ
ェ
ア
の
概

要
説
明
を
受
け
、
続
い
て
横
浜
市
グ

リ
ー
ン
事
業
協
同
組
合
の
方
よ
り
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
の
説
明
・
施
設

案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
を
終
え
て
里
山
ガ
ー
デ

ン
会
場
へ
移
動
。
正
面
入
り
口
の「
ウ

エ
ル
カ
ム
ガ
ー
デ
ン
」
で
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ガ
ー
デ
ン
ベ
ア
」

が
お
出
迎
え
、「
森
の
空
中
散
歩
道
」

を
抜
け
、「
花
の
見
晴
ら
し
デ
ッ
キ
」

よ
り
巨
大
な
花
の
キ
ャ
ン
バ
ス
「
横

浜
の
花
で
彩
る
大
花
壇
」
を
眺
め
、

「
森
の
小
径
」
を
通
っ
て
「
谷
戸
の

カ
キ
ツ
バ
タ
園
」
を
鑑
賞
、「
花
の

里
山
」、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
」、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
よ

こ
は
ま
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

正
午
に
「
み
な
と
ガ
ー
デ
ン
」
へ

向
け
て
出
発
。
横
浜
公
園
に
て
降
車

し
、「
彼
我
庭
園
」
を
見
学
、
雪
見

灯
篭
（
ピ
ー
ス
ラ
ン
タ
ン
）
に
感
動

を
憶
え
ま
し
た
。
日
本
大
通
り
で
横

浜
ら
し
い
お
洒
落
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
中
心
と
し
た
「
華
麗
な
る
春
の
饗

宴
」、
バ
ラ
を
中
心
と
し
た
「
華
麗

な
る
バ
ラ
の
競
演
」、
６
つ
の
カ
ラ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
カ
ラ
ー
ガ
ー
デ

ン
」
を
愛
で
な
が
ら
昼
食
会
場
へ
向

か
い
ま
し
た
。
昼
食
後
、
横
浜
市
の

職
員
の
方
か
ら
「
み
な
と
ガ
ー
デ
ン
」

の
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、「
象

の
鼻
パ
ー
ク
」
で
解
散
し
、
各
自
思

い
思
い
に
「
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」、

「
運
河
パ
ー
ク
、
新
港
中
央
広
場
」

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
16
時
に
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
臨
時
駐
車
場
で
集
合
、「
山

下
公
園
」
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
て
公

園
を
散
策
、
氷
川
丸
の
前
に
設
置
さ

れ
た
大
き
な
「
ガ
ー
デ
ン
ベ
ア
立
体

花
壇
」
の
前
で
記
念
撮
影
後
、
視
察

し
な
が
ら
交
流
会
会
場
の
横
浜
中
華

街
「
大
珍
楼
新
館
」
に
向
か
い
、
17

時
か
ら
、
神
奈
川
県
造
園
業
界
と
の

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。　

　

今
回
ア
テ
ン
ド
い
た
だ
い
た
日
造

協
東
京
都
支
部
・

事
業
委
員
会
皆
様

に
よ
る
再
三
の
下
見
や
打
合
せ
に
よ
り
、

綿
密
な
計
画
の
も
と
楽
し
く
有
意

義
な
視
察
・

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
柳
島
寿
々
喜
園
　
松
尾 

長
才

　
「
第
34
回
全
国
都
市
緑
化
は
ち
お

う
じ
フ
ェ
ア
」
は
、
八
王
子
市
の
市

制
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
の
メ
イ

ン
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
当
組
合
は
実
行
委
員

と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、（
一
社
）
日
本
造
園
建

設
業
協
会
（
日
造
協
）
東
京
都
支
部

と
し
て
実
行
委
員
に
携
わ
っ
た
事
を

簡
単
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
組
合
だ
け
で
な

く
日
造
協
も
、
八
王
子
市
内
の
会

員
が
不
在
で
、
非
常
に
苦
慮
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
前
年
度
、
横
浜
で
緑
化

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
関
係
で
、「
横

浜
市
公
園
指
定
管
理
者
連
絡
会
」
が

出
展
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン

に
、
日
造
協
本
部
よ
り
、
東
京
都
支

部
へ
施
工
依
頼
が
あ
り
、
東
光
園
緑

化
㈱
が
施
工
を
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
基
本
的
構
想
は
連
絡
会

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
全
体
の
設

計
を
日
造
協
本
部
、
植
栽
関
連
の
設

計
施
工
を
横
浜
フ
ェ
ア
で
ジ
ャ
ク

リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
会
場
の

花
壇
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

「Gardener -

詠-

」
の
平
工　

詠
子

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
ス

　

東
京
都
造
園
建
設
業
協
同
組
合
と

日
本
造
園
建
設
業
協
会
東
京
都
支
部

及
び
東
京
都
造
園
緑
化
業
協
会
の
三

団
体
に
よ
る
視
察
研
修
会
が
昨
年
10

月
４
日
、
総
勢
31
名
で
全
国
都
市
緑

化
は
ち
お
う
じ
フ
ェ
ア
等
の
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
は
ち
お
う
じ
フ
ェ
ア
の

メ
イ
ン
会
場
「
富
士
森
公
園
」
を
視

察
。
八
王
子
市
の
石
井
様
、
渡
辺
様

と
㈱
植
小
の
佐
藤
工
事
部
長
に
、
ご

説
明
、
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
緑

化
フ
ェ
ア
は
、「
参
加
体
験
型
」
と

し
て
市
民
と
共
同
で
創
り
上
げ
、
多

く
の
市
民
に
交
流
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
入
口
か
ら
入
る
と
ま
ず
は

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
彩
る
花
の
壁
面
花

壇
が
私
た
ち
を
迎
え
、
色
鮮
や
か
な

秋
の
草
花
を
植
え
た
大
面
積
の
壁
面

は
迫
力
満
点
で
、
今
回
の
視
察
研
修

会
の
集
合
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
八
王
子
市
百
年
の
記
録

と
百
ｍ
百
種
類
の
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
植

え
た
「
八
王
子
１
０
０
周
年
ア
ー

カ
イ
ブ
ガ
ー
デ
ン
」、
フ
ェ
ア
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
八
王
子
と
ゆ
か
り
の

あ
る
自
治
体
な
ど
を
紹
介
し
た
展

示
と
多
摩
川
の
自
然
を
表
現
し
た

「
は
ち
む
ず
び
ガ
ー
デ
ン
」、
コ
ス

モ
ス
の
花
が
満
開
で
写
真
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
た
「
八
王
子
千
人

同
心
花
壇
」
の
順
に
メ
イ
ン
エ
リ

ア
を
視
察
。
市
民
が
積
極
的
に
植

樹
や
制
作
に
参
加
し
た
り
、
展
示

部
材
を
地
元
産
に
す
る
な
ど
、
フ
ェ

ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
た
八
王

子
ら
し
い
取
り
組
み
で
し
た
。

　

市
民
が
作
っ
た
音
の
出
る
オ
ブ

ジ
ェ
も
会
場
に
点
在
し
、
市
民
参

加
型
の
フ
ェ
ア
を
印
象
付
け
る
や

さ
し
い
音
色
が
我
わ
れ
を
迎
え
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
エ
リ
ア
か
ら
離
れ
、

公
園
の
樹
林
地
内
に
設
け
ら
れ
た

「
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
」
や
「
ア

ウ
ト
ド
ア
リ
ビ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
」
と

い
っ
た
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
家

庭
用
の
使
え
る
お
庭
を
提
案
し
て
い

る
エ
リ
ア
を
散
策
す
る
と
、
既
存
樹

林
の
合
間
に
配
さ
れ
た
華
や
か
な
草

花
が
、
既
存
の
樹
林
を
よ
り
際
立
た

せ
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
歩
行
空

間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
会
場
後
、「
高
尾
駒
木
野

庭
園
」
を
訪
れ
、
指
定
管
理
者
の
駒

木
野
庭
園
ア
ー
ツ
の
方
々
か
ら
、
施

設
の
概
要
や
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

敷
地
に
は
昭
和
２
年
に
開
園
さ
れ

た
小
林
医
院
院
長
の
自
宅
で
あ
る
日

本
家
屋
、
周
り
に
は
本
格
的
な
枯
山

水
や
路
地
、
周
囲
の
山
々
を
借
景
と

し
て
取
り
入
れ
た
回
遊
式
庭
園
が
配

さ
れ
、
建
築
や
庭
園
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
池
を
泳
ぐ
錦
鯉
や
展
示
さ
れ

た
盆
栽
も
見
事
で
し
た
。　
　

　

庭
園
の
植
栽
管
理
は
、
で
き
る
だ

け
手
透
き
の
管
理
に
努
め
、
魅
せ
る

庭
園
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

池
を
泳
ぐ
錦
鯉
や
園
内
に
展
示
さ
れ

て
い
る
盆
栽
等
の
管
理
は
市
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
積
極
的
に
手

を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
視
察
の
最
後
に
は
家
屋
の
中

を
拝
見
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
建
築

を
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
約
20
分
。
研
修
の
最

後
、
２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
、
高

尾
山
の
標
高
５
９
９
ｍ
を
冠
し
た

「TAKAO599M
USEUM

」
は
高
尾

山
の
生
態
系
を
ア
ク
リ
ル
樹
脂
で
封

印
し
、
動
植
物
の
標
本
を
美
し
い
状

態
で
展
示
し
、
い
ま
に
も
動
き
そ
う

な
リ
ア
ル
な
標
本
が
高
尾
山
の
自
然

の
豊
か
さ
と
そ
の
重
要
性
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
「
八
王
子
エ
ル
シ
ィ
」

で
行
わ
れ
、
八
王
子
市
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
推
進
室
の
佐
藤
室
長
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
の
話

題
で
盛
り
上
が
る
と
も
に
、
三
団
体

と
会
員
同
士
の
親
睦
が
深
ま
っ
た
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

帰
路
、
西
放
射
線
ユ
ー
ロ
ー
ド
で

装
飾
さ
れ
た
花
壇
に
目
を
と
ら
れ
、

こ
の
歩
道
も
フ
ェ
ア
の
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
で
、
美
し
い
歩
道
を
歩
き
今
回

の
研
修
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

㈱
石
勝
エ
ク
ス
テ
リ
ア
　
川
崎 

鉄
平

第
33
回
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
視
察

は
ち
お
う
じ
フ
ェ
ア　

ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

（
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
部
門
）
の
出
展
に
当
た
っ
て

第
34
回
全
国
都
市
緑
化
は
ち
お
う
じ
フ
ェ
ア
視
察

はちおうじフェア会場で記念撮影
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資　格　名 申　込　期　間 学科試験日 実 技 試 験 日 問合せ・申 込 先
 1・2 級造園技能検定 4 月 4 日㈬～４月 17 日㈫ 8 月 19 日㈰ 8 月４日㈯～８月６日㈪  東京都職業能力開発協会
 1 級造園施工管理技術検定 ５月７日㈪～５月 21 日㈪ 9 月  2 日㈰ 12 月 2 日㈰ （一財）全国建設研修センター
 2 級造園施工管理技術検定（前期） 3 月７日㈬～ 3 月 22 日㈭ 6 月  3 日㈰ ― （一財）全国建設研修センター
 2 級造園施工管理技術検定（後期） 7 月 17 日㈫～７月 31 日㈫ 11 月 18 日㈰ 11 月 18 日㈰ （一財）全国建設研修センター
 植栽基盤診断士補 ５月８日㈫～５月 22 日㈫ 6 月  6 日㈬ 6 月 5 日㈫ （一社）日造協関東甲信総支部
 植栽基盤診断士 ８月 15 日㈬～８月 31 日㈮ ９月 16 日㈰ 11 月８日㈭～ 10 日㈯ （一社）日本造園建設業協会
 街路樹剪定士 10 月 16 日㈫～ 10 月 25 日㈭ 11 月 27 日㈫ 11 月 28 日㈬～ 29 日㈭ （一社）日造協東京都支部
 登録造園基幹技能者 ８月 1 日㈬～ 1 月９日㈬   1 月 24 日㈭～ 25 日㈮ ― （一社）日本造園建設業協会
 樹  木  医 ５月 1 日㈫～６月８日㈮ 7 月 22 日㈰ 10 月 1 日㈪～ 13 日㈯ （一財）日本緑化センター
 公園管理運営士 ４月 1 日㈰～６月 8 日㈮ 7 月 28 日㈯ 11 月 24 日㈯～ 25 日㈰ （一社）日本公園緑地協会
 1 級土木施工管理技術検定 3 月 16 日㈮～ 3 月 30 日㈮ 7 月  1 日㈰ 10 月 7 日㈰ （一財）全国建設研修センター
 2 級土木施工管理技術検定 6 月 25 日㈪～ 7 月 23 日㈪ 10 月 28 日㈰ 10 月 28 日㈰ （一財）全国建設研修センター
 1・2 級建設業経理士 5 月 18 日㈮～ 6 月 19 日㈫ 9 月  9 日㈰ ― （一財）建設業振興基金

　平成 30 年度 造園関連資格試験の日程

  平成 30 年度 研修会・講習会の開催予定

新入社員教育講座 
農薬土壌・特殊緑化技術

講習会　開催案内
■日　時：6 月 26 日㈫～ 27 日㈬」
■講義内容
　　1 日目：農薬・肥料・病害虫
　　　　　　土壌・土壌改良
　　2 日目：特殊緑化技術・人工地盤
　　　　　　資材・施工技術、育成管理
■会  場：国立オリンピック記念

青少年総合センター
■受講料　　　　　　会員： 10,000 円  
 （テキスト代共）　　　　      一般：14,000 円
■申込期間：5 月 28 日㈪～ 6 月 12 日㈫

１・２級 造園技能検定
受検対策講習会  開催案内
■日　時： 7 月 13 日㈮～ 15 日㈰
■講義内容
　　13 日；実技試験の受験要領
　　14 日：実技実習指導
　　15 日：実技実習指導
■会　場
　　13 日（座学）造園会館 8 階
　14・15 日（実技）都立園芸高校圃場
（実際の試験と同じ会場と材料を使用した反復練習）
■受講料：                会員：25,000 円
 （テキスト代共）　           一般：30,000 円 
■申込期間：６月 1 日㈮～ 6 月 20 日㈬

１・２級 造園施工管理技術検定
受験対策講習会　開催案内
■日　時：1 級：7 月 26 日㈭～ 27 日㈮
                 2 級：9 月 26 日㈬～ 27 日㈭
■講義内容
１日目： 関連法規、計画設計、造園材料
２日目： 造園施設、施工管理、工程管理
■会　場：国立オリンピック記念
                             青少年センター
■受講料：                 会員：18,000 円

（テキスト代別途 )　　　　 一般：25,000 円
■申込期間：1 級：  6 月 26 日㈫～ 7 月 12 日㈭
　　　  2 級：  8 月 23 日㈭～ 9 月 12 日㈬

講　習　会　名 申　込　期　間 開 催 日 募集人員 研　修　会　場
 植栽基盤診断士補研修会（実技・学科） 5 月 8 日 ㈫ ～ 22 日 ㈫ ６月５日㈫～６日㈬ 80 埼玉建産連会館
 農薬土壌・特殊緑化技術講習会 5 月 28 日㈪ ～６月 12 日㈫ 6 月 26 日㈫～ 27 日㈬ 40 国立オリンピック記念青少年センター
 造園技能検定受検対策講習会（実技） ６ 月 1 日 ㈮ ～ ６ 月 20 日 ㈬ 7 月 13 日㈮～ 15 日㈰ 30 都立園芸高校
 １級造園施工管理技術受験対策講習会 6 月 26 日㈫～ 7 月 12 日㈭ 7 月 26 日㈭～ 27 日㈮ 40 国立オリンピック記念青少年センター
 植栽基盤診断士学科準備講習会 7 月 20 日㈮ ～８月 14 日㈫ 8 月 27 日㈪ 60 国立オリンピック記念青少年センター
 ２級造園施工管理技術受験対策講習会 8 月 23 日 ㈭ ～ 9 月 12 日 ㈬ 9 月 26 日㈬～ 27 日㈭ 30 国立オリンピック記念青少年センター
 植栽基盤診断士実技試験準備講習会 10 月 １ 日 ㈪ ～ 18 日 ㈭ 10 月 27 日㈯ 30 都立園芸高校
 街路樹剪定士資格更新研修会 7 月 2 日 ㈪ ～ 11 月 ６ 日 ㈫ 11 月 13 日㈫午前・午後 200 国立オリンピック記念青少年センター
 街路樹剪定士認定研修会・実技試験 10 月 16 日 ㈫ ～ 25 日 ㈭ 11 月 27 日㈫～ 29 日㈭ 90 国立オリンピック記念青少年センター・多摩 NT
○お問合せ・お申込みは、当組合事務局（TEL：03-3496-2611）まで
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タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
は
ち
お
う
じ
と
ヨ
コ

ハ
マ
を
結
ぶ
絹
の
道
」
と
題
し
、
コ

ン
セ
プ
ト
は
横
浜
か
ら
八
王
子
へ
緑

化
フ
ェ
ア
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た

よ
う
に
、
八
王
子
と
横
浜
の
繋
が
り

の
歴
史
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

横
浜
と
八
王
子
の
繋
が
り
は
江
戸

後
期
ま
で
遡
り
ま
す
。
八
王
子
は
万

葉
集
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

平
安
時
代
よ
り
養
蚕
と
織
物
の
文
化

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
養
蚕
や
織
物

業
で
賑
わ
い
、
生
糸
の
ほ
と
ん
ど
が

八
王
子
で
集
積
さ
れ
、
江
戸
に
流
通

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
８
５
９
年
の
横
浜
港

開
港
に
よ
り
、
八
王
子
か
ら
横
浜
に

運
び
、
そ
れ
が
外
国
へ
輸
出
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
鑓
水
商
人
と
呼
ば
れ

る
多
く
の
絹
商
人
の
往
来
が
盛
ん
と

な
っ
て
、
後
に
「
絹
の
道
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
横
浜
も
生
糸
貿
易
港

と
し
て
世
界
に
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
繁
栄
で
、
織
物
を
求

め
て
全
国
各
地
か
ら
商
人
が
買
付
け

に
来
て
、
そ
の
社
交
場
と
し
て
花
街

が
形
成
さ
れ
、
多
摩
地
域
最
大
の
花

街
、「
黒
塀
の
街
」
と
し
て
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
八
王
子
と
横
浜
と
の

永
い
繋
が
り
の
歴
史
を
表
現
し
た
作

品
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
黒
塀

　

花
街
で
賑
わ
い
、
現
在
も
八
王
子

市
中
町
地
区
に
あ
る
「
黒
塀
通
り
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
黒
塀
を
再
現
し
ま

し
た
。
こ
の
黒
い
塗
装
は
日
本
古
来

の
伝
統
技
術
で
、
渋
墨
塗
り
（
し
ぶ

ず
み
ぬ
り
）
と
い
っ
て
、
柿
渋
と
松

木
を
焼
い
た
煤
（
松
煙
）
を
混
ぜ
た

も
の
で
、
防
虫
・
防
腐
効
果
が
あ
る

他
、
建
物
の
化
粧
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
欄
間
か
ら
、
丹
沢
山
地
と

富
士
山
が
遠
く
に
見
え
る
の
を
表
現

し
て
お
り
ま
す
。

②
絹
の
道

　

八
王
子
か
ら
横
浜
ま
で
織
物
な
ど

が
往
来
し
た
「
絹
の
道
」。
そ
れ
を
、

八
王
子
か
ら
横
浜
港
へ
繋
が
る
イ

メ
ー
ジ
を
着
物
の
絹
帯
で
表
現
し
ま

し
た
。

③
植
栽
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　

よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
で
魅
せ
て
い
た

海
外
の
近
年
の
植
栽
デ
ザ
イ
ン
の
景

色
・
見
せ
方
を
八
王
子
の
高
尾
に
自

生
す
る
植
物
な
ど
へ
と
つ
な
が
り
、

融
合
を
表
現
し
ま
し
た
。

④
車
輪

　

絹
織
物
な
ど
を
積
ん
だ
荷
車
が
多

く
往
来
し
た
面
影
を
表
現
し
ま
し

た
。

⑤
繭
玉

　

養
蚕
の
元
と
な
る
繭
玉
を
竹
の
オ

ブ
ジ
ェ
で
表
現
し
ま
し
た
。

⑥
レ
ン
ガ

　

横
浜
港
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
「
オ

ラ
ン
ダ
積
み
」
で
表
現
し
、
海
や
穏

や
か
な
波
の
イ
メ
ー
ジ
を
白
玉
砂
利

と
ア
ク
リ
ル
ア
イ
ス
で
表
現
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
は
い
い

勉
強
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
社
）
日
本
造
園
建
設
業
協
会

東
京
都
支
部
長
　
田
丸 

敬
三

出展庭園「はちおうじとヨコハマを結ぶ絹の道」



　

編
集
後
記

　

清
々
し
い
五
月
晴
れ
が
快
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。　

私
が
情
報
厚
生

委
員
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
も
う
５

年
に
な
り
ま
し
た
。
一
重
に
皆
様
方

の
お
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
は
じ
め
て
編
集
後
記
を

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
組
合
だ
よ
り
作
成
の
第
１

回
会
合
は
、
東
京
都
心
で
23
㎝
の
記

録
的
積
雪
と
な
っ
た
１
月
22
日
午
後

４
時
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
雪
、
こ
の
時
間
で
は
当
然

中
止
と
思
い
、
事
務
局
に
欠
席
の
伝

言
→
ス
ム
ー
ズ
帰
宅
→
家
で
ニ
ュ
ー

ス
鑑
賞
→
渋
谷
駅
混
雑
状
態
放
映
→

組
合
員
か
ら
の
た
よ
り

役
員
名
簿

役　職 氏　名 所属会社
理 事 長 髙 橋  一 輔 アゴラ造園 ㈱
副 理 事 長 和 田  新 也 箱根植木 ㈱
副 理 事 長 鈴 木  義 人 ㈱柳島寿々喜園
専 務 理 事 竹 嶋  正 實 員    外
理 　 事 卯 之 原  昇 ㈱ 昭和造園
理 　 事 加 勢  充 晴 加勢造園 ㈱
理 　 事 菊 地  謙 二 ㈱ 桂　造　園
理 　 事 奥  本　  寛 ㈱日比谷アメニス
理 　 事 田 丸  敬 三 東光園緑化 ㈱
理 　 事 千 田  拓 雄 ㈱多摩ニュータウンサービス
理 　 事 成 家      岳 ㈱ 富士植木
理 　 事 林　  輝  幸 西武造園 ㈱
監 　 事 吉 村  長 泰 ㈱ 吉村造園

委
員
会
名
簿

委員会 役　職 氏　 名 所属会社

総務
委員会

委 員 長 鈴 木  義 人 ㈱柳島寿々喜園
副委員長 和 田  新 也 箱根植木 ㈱
委　　 員 菊 地  謙 二 ㈱ 桂 造 園
委　　 員 林     輝  幸 西武造園 ㈱
委　　 員 成  家     岳 ㈱ 富士植木

教育研修
委員会

委 員 長 加 勢  充 晴 加勢造園 ㈱
委　　 員 西  村　  昇 西村造園土木 ㈱
委　　 員 鳥 羽  修 平 ㈱ 飛　鳥
委　　 員 吉 村  長 泰 ㈱ 吉村造園
委　　 員 市 川  泰 正 ㈱岩　城
委　　 員 佐 藤  英 介 ㈱石勝エクステリア

共同購買
事業

委員会

委 員 長 卯 之 原  昇 ㈱ 昭和造園
副委員長 岡 野  正 和 ㈱ 岡野造園
委　　 員 千 田  拓 雄 ㈱多摩ニュータウンサービス
委　　 員 根 岸  聖 一 根岸造園土木 ㈱
委　　 員 篠   　正 一 箱根植木 ㈱
委　　 員 丸 山  賢 史 ㈱日比谷アメニス
委　　 員 田 嶌   　直 ㈱富士植木

情報厚生
委員会

委 員 長 田 丸  敬 三 東光園緑化 ㈱
副委員長 松 尾  長 才 ㈱ 柳島寿々喜園
委　　 員 木 村  良 孝 東急グリーンシステム㈱
委　　 員 小 島  孝 志 アゴラ造園 ㈱
委　　 員 高 木  宏 昌 音羽建物 ㈱
委　　 員 比留間 孝明 ㈱ 表養樹園　
委　　 員 近 藤  勇 樹 ㈱勇和造園

事
業
計
画

●総務委員会     
　（1） 事業計画及び予決算の立案    
　（2）日本造園建設業協会関東甲信総支部及び東京都支部、
　　　一造会の事務局業務を受託して実施
　（3） 関連他団体との調整
　（4） その他組合運営全般に関する事項
●教育研修委員会     
　（1） 農薬土壌・特殊緑化技術講習会
　（2） １・２級造園技能検定準備講習会 
　（3） １・２級造園施行管理技術受験対策講習会 
　（4） 植栽基盤診断士実技試験準備講習会
　（5） 植栽基盤診断士試験準備講習会のテキストの作成
　（6） 造園技能検定試験の開催協力    
　（7） 東京都造園高等職業訓練校の運営
●共同購買事業委員会
〇共同購買事業     
　（1） 造園関連書籍の販売仲介（書籍、工事用アルバム）
　（2） 造園関連資機材の販売仲介
　　　（廃 P 板、養生敷板、小型電動剪定機器、土壌改良剤等）
　（3）  安全作業装備の販売仲介
　　　（二丁掛安全帯、ヘルメット、ワーキングウェア等）
　（4） 組合員の弔事用供花の納入    
　（5） 墓石設置工事の販売仲介
〇共同受注     
　（1） 造園工事・維持管理業務の共同受注
　（2） 造園関連資材の物品納入業務の共同受注
　（3） 造園関連資材等に関する調査・研究業務の共同受注
　共同受注体制
　  　①建設業許可（一般・造園工事・東京都知事許可）
　  　②入札参加資格（工事等・物品買入れ等）
●情報厚生委員会     
　（1） 組合機関紙「組合だより」の発行 
　（2） ホームページによる広報活動
　（3） 第 35 回全国都市緑化やまぐちフェア視察 
　（4） 組合員相互の情報交流をはかる為の交流会を開催

平成 30 年度　役員および委員会の紹介　平成 30 年度の東京都造園建設業協同組合は、下記の役員及び委員会で運営しております。

平成 3 0 年 5 月 1 日　　　　　　　　　　東京都造園建設業協同組合「組合だより」　　　　　　　　　　第 1 2 2 号（第 4 面）

ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
就
寝
！
→

そ
し
て
、
次
の
月
の
会
合
に
何
事
も

な
か
っ
た
よ
う
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

す
る
と
…
あ
の
大
雪
の
中
普
通
に
開

催
！
（
え
っ
？
） 

遅
く
ま
で
帰
れ
な
く

て
大
変
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
、
物
凄

く
バ
ツ
が
悪
く
、
丁
重
に
謝
罪
致
し

ま
し
た
。 

と
い
う
事
で
皆
様
、
こ
の

組
合
だ
よ
り
は
情
報
厚
生
委
員
会
の

真
面
目
な
熱
い
ハ
ー
ト
で
出
来
て
い

る
の
で
す
！
（
お
前
が
言
う
な
）　

　

今
後
は
私
も
諸
先
輩
方
を
見
習
い
、

大
雪
だ
ろ
う
が
参
加
致
し
ま
す
の
で

皆
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！　

　

風
薫
る
新
緑
の
中
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

音
羽
建
物
㈱ 

　
高
木 

宏
昌

新
委
員
の
紹
介

〇共同購買事業委員会    
　篠　 正一　　箱根植木㈱　第一営業部長  
　田嶌　 直　　㈱富士植木　企画開発第２部 課長 
　丸山 賢史　　㈱日比谷アメニス　社会環境部長 
〇教育研修委員会 
　市川 泰正　　㈱岩城　取締役技師長
　佐藤 英介　　㈱石勝エクステリア 取締役執行役員経営管理本部副本部長
〇情報厚生委員会     
　近藤 勇樹　　㈱勇和造園　専務取締役

　

近
年
、
私
ど
も
建
設
業
界
に
若
者

の
就
職
率
が
減
少
し
て
い
る
と
の
話

題
は
頻
繁
に
聞
か
れ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。  

 
 

　

で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
職
業

を
求
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

今
回
は
、
高
校
生
男
子
に
焦
点
を

当
て
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
１
位
に
「
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ

ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」、
２
位
に
「
も

の
づ
く
り
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
以
下
ゲ
ー

ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
公
務
員
、
学
者

及
び
研
究
者
と
な
っ
て
お
り
、
堅
実

な
職
や
興
味
が
あ
る
職
が
多
い
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
「
も
の
づ
く
り
エ
ン

ジ
ニ
ア
」
に
は
自
動
車
関
係
が
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
建
築
士
も
こ
ち
ら

に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
理
由
と
し
て
は
、「
や
り
が

い
」「
安
定
」「
お
金
」
と
い
う
考
え

方
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
見
解
と
し
て
は
以
下
の
内

容
が
多
い
よ
う
で
す
。 

 

　

や
り
が
い
…
好
き
な
こ
と
な
ら
大

変
で
も
我
慢
で
き
る
。 

 
   

仕
事
を
や
っ
て
い
る
意
義
や
楽
し

さ
を
感
じ
な
い
と
つ
ま
ら
な
い
。 

　

安
定
…
一
度
入
社
し
た
ら
中
途
退

職
す
る
心
配
の
な
い
経
済
的
安
定
を

求
め
た
い
。
…
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た

ら
困
る
。

　

お
金
…
老
後
に
年
金
が
も
ら
え
る

か
心
配
で
す
。
…
少
し
く
ら
い
嫌
な

思
い
を
し
て
も
多
い
お
金
を
も
ら
っ

た
方
が
い
い
。 

 
 

　

と
の
意
見
が
出
て
お
り
ま
す
。 

　

上
記
の
内
容
を
考
慮
し
た
個
人
的

な
見
解
と
し
て
は
、
建
設
業
界
に
は

「
や
り
が
い
」
は
大
い
に
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、「
安
定
」
や
「
お

金
」
と
い
う
面
で
は
改
善
す
る
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

安
定
や
お
金
は
、
非
常
に
大
き
な

課
題
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、「
社

会
保
険
加
入
」
の
徹
底
が
世
間
に
行

渡
っ
て
い
る
、
こ
の
時
期
に
各
々
会

社
が
退
職
金
制
度
見
直
し
や
労
働
時

間
改
善
等
の
取
り
組
み
を
積
み
上
げ

て
い
く
事
に
よ
り
緩
や
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
若
者
の
建
設
業
へ
の
就
職

率
向
上
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？ 

 
 

　

※
上
記
の
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

「
ソ
ニ
ー
生
命
」
及
び
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
様
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

㈱
勇
和
造
園
　
近
藤 

勇
樹

若
者
が
な
り
た
い
職
業  

建
設
業
界
は
？


